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自己紹介：福士謙介
 青森県大鰐町生まれ、仙台育ち

 学歴：仙台一高卒、東北大学卒業、同
大学院修士課程修了、米ユタ大学土
木環境工学博士課程修了

 職歴：東北大学、アジア工科大学院
（タイ、JICA専門家）、2001年より東京
大学准教授、後に教授

 専門：サステイナビリティ学（とくに感
染症と気候変動）、環境工学（リスクア
セスメント、有害物質管理、土壌浄化、
廃棄物、水・排水の浄化、膜処理等）
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知識を構造化し「自律・分散・協調」
系を基調とした「サステイナビリティ
学」を創生する
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（2005年福士作）



サステイナビリティ学連携研究機構（2005年～）
Integrated Research System for Sustainability Science (IR3S)
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研究成果の発信・
国際連携推進

• 「サステイナビリティ
学」の学術体系の樹立、
教育プログラムの創設、
連携研究の推進

• Sustainability Science
誌の刊行

• International 
Conference on 
Sustainability Science 
(ICSS)の創設

• 連携教育プログラムの
推進（修了認定証、単
位互換）



Sustainability Science book series (UNU Press)
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ＵＮＵ出版

CC BY-NC-SA 3.0CC BY-NC-SA 3.0CC BY-NC-SA 3.0CC BY-NC-SA 3.0CC BY-NC-SA 3.0

画像）United Nations University ウェブサイトより
http://unu.edu/publications/books
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ISI (Thomson Reuters) インパクトファクター: 3.4 (2013) 

• Journal: Sustainability Science, Springer社 (2007~) 

（Springer）

著作権の都合により、
ここに挿入されていた画像を削除しました。

Sustainability Science, Springer
表紙画像

http://link.springer.com/journal/11625

著作権の都合により、

ここに挿入されていた画像を
削除しました。

Science for Sustainable 
Societies / editor in chief, 

Kazuhiko Takeuchi, Springer
表紙画像

http://www.springer.com/seri
es/11884



G8 大学サミット(2008、札幌)

札幌サステイナビリティ宣言を採択

35 Universities
From G8 and non-G8 countries

United Nations University
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Network から Network of Networks (NNs)へ

9



国際サステイナビリティ協会

International Society 
for Sustainability 
Science (ISSS)
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http://sussci.org/

東大、ローマ・サ
ピエンツァ大、ア
リゾナ州立大、
国連大で組織

＊IR3S



International Conference for Sustainability Science (ICSS)

国際サステイナビリティ学会

第1回：2009.2 東京大学（東京）
第2回：2010.6 ローマ・サピエンツァ大学（ローマ）
第3回：2012.2 アリゾナ州立大学（テンペ）
第4回：2013.5 ユネスコ本部／エクス・マルセイユ大学

（パリ・マルセイユ＆エクス・アン・プロバンス）
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イタリア 第二回 12

著作権等の都合により、
ここに挿入されていた画像を削除しました。

2nd International Conference on Sustainability Science
(ICSS 2010)

23-24-25 June 2010-Rome Italy
ウェブサイト

参考：
http://en.ir3s.u-tokyo.ac.jp/meeting/2010/637/
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著作権等の都合により、
ここに挿入されていた画像を削除しました。

Third International Conference on Sustainability Science
(ICSS 2012)

20-23 February 2012, Tempe, Arizona, USA
ウェブサイト

参考：
http://en.ir3s.u-tokyo.ac.jp/meeting/2012/850/

アメリカ 第三回



フランス 第四回 14

著作権等の都合により、
ここに挿入されていた画像を削除しました。

4th International Conference on Sustainability Science
(ICSS 2013)

16-17 September 2013-Aix-Marseille Université - France
ウェブサイト

参考：
http://en.ir3s.u-tokyo.ac.jp/meeting/2013/1424/



サステイナビリティ学をとりまく
学問領域構成の変遷

サステイナビリティ学は現実社会の問題に取り組むため、コミュニティ
ベース、インタラクティブ、ステークホルダーの関与する活動を推進す
るため、学問の分野を変化させる性質を持っている（Future Earthコン
セプトとの類似性）

２００７ ２０１３
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(by Arnim Wiek)

図提供：梶川裕矢氏（東京工業大学大学院イノベーションマネジメント研究科）＊
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＊

一般社団法人サステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム(SSC)
http://ssc-g.net/



IR3Sが達成したもの
サステイナビリティ学の創成と科学コミュニティの
形成

他分野へのサステイナビリティ学の浸透

ネットワーク活用型の教育システムの創出

持続的なサステイナビリティ学の国内外ネット
ワークの構築

実践研究・教育の重要性
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サステイナビリティ学大学院プログラム（大学院新領域創成科学研究科）

＊ http://www.sustainability.k.u-tokyo.ac.jp/ja/about/curriculum_01.html



IR3Sがこれからめざすもの
アクションオリエンテッドな活動（社会実装を意識
した問題設定）

人文社会学と自然科学のリンク（ユネスコ）

Co-learning Societyを形成し、多様な人材の育成
を実施する

Future Earthとの連携を強化
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20ＵＮＵホームページより

UNU-ISP
http://isp.unu.edu/SSPIC-paris/index.html
CC BY-NC-SA 3.0



21ＵＮＵホームページより

Photo: UNU
http://isp.unu.edu/news/2013/unesco_symposium_report.html
CC BY-NC-SA 3.0



5 Global and 4 Regional 
Hubs

フューチャーアースのネットワーク構造 22



FE国際事務局準備チーム
23
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Thank you
福士謙介
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